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改革改善
の考え方

①問題
点

文化芸術活動における指導者の高齢化及び参加者の固定化による減少。

②改革
提案

負担金を交付し主催団体を支援するほか、引き続き小中学生及び高校生の出品や短大生の運営参加など、後継者
育成につながる活動となるよう実施団体と協議しながら開催する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

県書道展飯田地区展として開催され、一般だけではなく、多くの小中学生、高校生にとって作品発表と鑑賞の場となってい
る。

総事業費①+② 221 35 39 30

10 1

臨時職員所要時間

一般財源 185 35 35 30

人件費計（千円）② 36 4

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 185 35 35 30

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

県書道展飯田展へ負担金交付
　長野県書道展飯田地区運営委員会が書道展の運営を行う（作品募集、
運営）
　開催日：平成26年10月24日から10月26日

開催回数
負担金額

１回
35千円

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

県書道展飯田展への負担金の支出
＜県書道展＞　　県内10地区を巡回して展覧会が行われており、飯田市でも毎年地区展を実施している。
＜県美術展＞長野県、長野県教育委員会、信州美術会の３者が主催し､東北信、中信､南信の３ブロックの３～４会場を巡回して開催し
ている｡飯田展は、南信美術会が中心になって県展飯田地区運営委員会を組織し､運営に当たっている｡飯田市での開催　県主会場
H17年度、H25年度　　ブロック展　H19年度、H21年度
＜県華道展＞　　県内７地区を巡回開催しており、H16年度Ｈ23年度は飯田市で開催されている。

成果
指標

県展飯田展の回数（回） 1 1 1 1

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

飯田地区展の開催回数 1向上させたい上位施
策の成果指標

文化芸術活動に無縁な生活を送っている人の割合（減ら
す）:％

飯田市の人口（人） 102446

意図（どういう状態
にするか）

芸術に親しむ機会を提供する
目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 27 文化芸術の振興
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H27係等名 地育力向上係 H26係等名 地育力向上係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 県展飯田展参画事業

会計 一般会計
47 23

事業種別 経常

2 施策№ 27 事業№


